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会社名 ダイキン工業株式会社
※1963年「大阪金属工業株式会社」から社名変更

創業 1924(大正13)年10月25日 於：大阪市
創業者：山田晁

設立 1934(昭和9)年2月11日

資本金 850億円

会長・社長 取締役会長 兼 グローバルグループ代表執行役員 井上礼之
代表取締役社長 兼 CEO                                 十河政則

本・支社 本社：大阪市北区・支社：東京都港区

国内製作所 堺(大阪府：業務用空調製品)､淀川(大阪府：化学製品)､

滋賀(滋賀県：家庭用空調製品)､鹿島(茨城県：化学製品)

グループ会社数 連結子会社245社(国内27社､海外218社:約89%)

従業員数 ダイキン工業・グループ会社合計
70,263人(うち63,227人:約90%が海外グループ会社従業員)

【2018年3月期決算報告資料より抜粋】
１)会社概要

１.当社事業の概要
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１.当社事業の概要
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２)キーワード
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連結売上高：2兆2,906 億円
(2018年3月期連結決算)

半導体用途

自動車用途

化学事業

撥水撥油剤

国内空調事業
19.6%

(4,493億円)

海外空調事業
70.0%

(1兆6,036億円)

化学事業
8.0%

(1,831億円)
その他
2.4%

(545億円)

油圧機器 酸素濃縮機

空調事業

その他事業

３)事業分野別売上高構成比

１.当社事業の概要
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温水暖房機

制御システム

全熱
交換器

空気
清浄機

ルーフトップ

設備用エアコン

住宅用ユニタリエアコン

エアハンドリング
ユニット

ダクト型エアコン
室外機

ガスファーネス

Aコイル

店舗・オフィス用
エアコン

アプライド機器(熱源・二次側)

ｴｱﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

空冷式チラー

天井埋込
ダクト形

天井埋込カセット形
天井吊形

調湿外気
処理機

室外機

ビル用マルチエアコン住宅用エアコン セパレート
タイプ

マルチ
タイプ

室内機

ターボ冷凍機

チリング・ユニット

エアハンドリング
ユニット

ファンコイル
ユニット

遠赤外線
暖房機

４)あらゆるニーズに対応する空調ソリューション
(快適性･省エネ･利便性 etc.)を提供
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１.当社事業の概要
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１)『時価総額重視の経営』と『人を基軸に置いた経営』との融合

２.技術で勝ってビジネスでも勝つとは？

《時価総額重視の経営》
・時価総額の拡大＝株価(格付け)の安定的上昇を図ること
・時価総額の拡大は「敵対的買収､TOB防止」「資金調達の容易化」

「M&A交渉の有利化」など事業運営の選択肢が拡大し経営戦略面で有利

《時価総額の上昇を図るために》
・財務諸表における『率の経営』の徹底(ROA/ROE/自己資本比率/有利子負債比率等)
・「SDGs」「CSV/CSR」「環境経営度調査」「省エネ大賞」「ダイバーシティ経営

企業」「なでしこ銘柄」など外部評価で『企業価値』を高める取組みを徹底推進

《率の経営の徹底で企業価値を高める⇒突き詰めれば如何に効率よく利益を稼ぐか》
・“より(品質/性能/使い勝手が)良い商品”を“より高く”“より多く”販売すること

主な経営指標 2017年3月期 2018年3月期

売上高(対前年比) 100.0% 112.1%

営業利益率 11.3% 11.1%

当期純利益率 7.5% 8.3%

ROA(総資産利益率) 6.8% 7.8%

ROE(自己資本収益率) 14.5% 15.7%

有利子負債比率 25.9% 22.3%

自己資本比率 47.2% 52.1%

株式関連情報 2017年3月期 2018年3月期

発行済株式数(千株) 293,113 293,113

期末株価 11,185円 11,735円

時価総額 3兆2785億円 3兆4397億円

PER(株価収益率) 21.2 18.2

配当金(年間) 130円 140円

配当利回り 1.16% 1.19%

配当性向 24.7% 21.7%
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１)『時価総額重視の経営』と『人を基軸に置いた経営』との融合

２.技術で勝ってビジネスでも勝つとは？

《時価総額重視の経営》
・時価総額の拡大＝株価(格付け)の安定的上昇を図ること
・時価総額の拡大は「敵対的買収､TOB防止」「資金調達の容易化」

「M&A交渉の有利化」など事業運営の選択肢が拡大し経営戦略面で有利

《時価総額の上昇を図るために》
・財務諸表における『率の経営』の徹底(ROA/ROE/自己資本比率/有利子負債比率等)
・「SDGs」「CSV/CSR」「環境経営度調査」「省エネ大賞」「ダイバーシティ経営

企業」「なでしこ銘柄」など外部評価で『企業価値』を高める取組みを徹底推進

《人を基軸に置いた経営》

・『率の経営』も『企業価値』も企画･立案･実行の担い手はすべて“人”
・“人”づくりをめざし『人を基軸に置いた経営』を実践

働く一人ひとりの成長の総和が企業発展の基盤
人の持つ無限の可能性を信じ､その活力を最大限に引き出すことを何よりも重視
納得性に基づくチームワークと明るく挑戦的な企業風土の醸成

《徹底した実践と定着のために》
・社員が自らの成長を促すために自発的/強制的に実践する仕組み/仕掛け作り
・経営トップによる強力かつ明快なリーダーシップの発揮と明確なメッセージ発信
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２)『人を基軸に置いた経営』が世界で勝てる“人”を育てる基盤

２.技術で勝ってビジネスでも勝つとは？

世界で勝てる“人”を育てる

技術
で勝つ

ビジネス
で勝つ

企業は働く一人ひとりが最大限の
能力を発揮し成長するチャンスを与える

『人を基軸に置いた経営』の徹底推進
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３.“人”づくりの事例
１)ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント

当社経営理念の第一項「社会から信頼される企業」の
具体的行動の一環として､1988年から女子プロゴルフ
トーナメント「ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメント」の冠主催者を務めており､本年で
第31回目を迎えた｡
本イベントの大きな特徴は､前夜祭やプロアマ大会を
含めた企画･運営を社外の専門業者に丸投げすること
なく､社員自らが担当し手作りするという点｡

第17回大会(2004年)
優勝の宮里藍選手

第31回大会(2018年)
大会ポスターデザイン
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３.“人”づくりの事例
１)ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント

社員自らの手作りによる徹底した
『おもてなし(ホスピタリティ)』

『ホスピタリティ』に磨きをかける
ことは､即ちお客様にどうしたら
当社の商品を買っていただけるかを
考えることに繋がる｡
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３.“人”づくりの事例
１)ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント

2010年3月15日付け
朝日新聞掲載記事(8面)

より抜粋
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３.“人”づくりの事例
１)ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント

レンゴー株式会社
代表取締役会長兼社長
大坪 清氏が雑誌「経済界」に
連載中の巻頭コラム『視点』
より抜粋(2017年6月号)
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１)ダイキン工業株式会社
取締役会長 兼 グローバルグループ代表執行役員 井上礼之

1957年 3月大阪金属工業(現ダイキン工業)入社
1979年 2月同社取締役
常務､専務を経て1994年 代表取締役社長
1995年 5月同社代表取締役会長兼社長
2002年 6月同社代表取締役会長兼CEO
2014年 6月より現職
関西電力､阪急阪神HD､オムロン､
コニカミノルタホールディングスの社外取締役を歴任

《週刊東洋経済プラス：2018年7月プレミアム集中連載記事より抜粋》

エアコン最大手のダイキン工業の好調ぶりが際立っている｡2017年度は売上高
2兆2905億円､営業利益2537億円で8期連続の増収増益だった｡

営業利益は5期連続で最高益を続けている｡営業利益率11.1％､ROE15.7％｡

トヨタ自動車やパナソニックなど日本を代表する企業をも上回る水準だ｡

ダイキン工業が急成長を遂げたのはこの20年だ｡日本企業が国際競争力の低下に

直面した「失われた20年」の間に､ダイキンは右肩上がりの成長を続けてきた｡

その基礎を築き上げたのが､井上礼之会長(83)｡1994年､ダイキンが赤字に転落した
タイミングで社長に就任し､一貫して同社の成長を牽引してきた｡

その経営手法として注目されるのが､グローバル化とM＆A(企業の合併・買収)だ｡

2003年度に約2000億円だった海外売上高は､2017年度には約1兆7500億円に

拡大｡そして､就任以降手掛けたM＆Aは約30に及ぶ｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ
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２)経営哲学論

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《人を基軸に置いた経営》
・働く一人ひとりの能力発揮と成長なしに企業の発展はありえない｡
・真に人を大切にするということは､人を育て成長させること｡

そのために､修羅場の回数を増やしたり､難しい仕事に敢えて挑戦させる｡

《性善説/人の可能性を信じる》
・人の能力や向上心､成長する可能性を信じ､一律の管理をできるだけ少なくし

一人ひとりの個性に目を向けて思い切って任せてみる｡
・ただ､マネジメントは「性善説」だが､経営監視はあくまで「性悪説」であるべき｡

《好きこそものの上手なれ》
・自分が納得して夢中で取り組んだとき､人は信じられないほど大きな力を発揮する｡
・一方的に指示される仕事､嫌な仕事でもいったんベストを尽くしてみる｡夢中に

なって一生懸命やってみると「もっとこうしたい」という知恵や工夫が出てくる｡

《帰属意識》
・企業と個人は対等の立場で選択し合う関係でありたい｡例えるなら恋愛関係の

ようなもので､どちらかがもう一方に何かを強制する関係ではない｡

《タレント･マネジメント/習合力》
・グローバル化の時代を勝ち残るカギは異質なものを認め合い､良きノウハウを

お互いに伝え合って新しい価値を生み出すこと｡金太郎飴の組織ではなく､
多様性を認める文化を組織内に根付かせることが重要｡

《人を基軸に置いた経営》
・働く一人ひとりの能力発揮と成長なしに企業の発展はありえない｡
・真に人を大切にするということは､人を育て成長させること｡

そのために､修羅場の回数を増やしたり､難しい仕事に敢えて挑戦させる｡

《性善説/人の可能性を信じる》
・人の能力や向上心､成長する可能性を信じ､一律の管理をできるだけ少なくし

一人ひとりの個性に目を向けて思い切って任せてみる｡
・ただ､マネジメントは「性善説」だが､経営監視はあくまで「性悪説」であるべき｡

《好きこそものの上手なれ》
・自分が納得して夢中で取り組んだとき､人は信じられないほど大きな力を発揮する｡
・一方的に指示される仕事､嫌な仕事でもいったんベストを尽くしてみる｡夢中に

なって一生懸命やってみると「もっとこうしたい」という知恵や工夫が出てくる｡

《帰属意識》
・企業と個人は対等の立場で選択し合う関係でありたい｡例えるなら恋愛関係の

ようなもので､どちらかがもう一方に何かを強制する関係ではない｡

《タレント･マネジメント/習合力》
・グローバル化の時代を勝ち残るカギは異質なものを認め合い､良きノウハウを

お互いに伝え合って新しい価値を生み出すこと｡金太郎飴の組織ではなく､
多様性を認める文化を組織内に根付かせることが重要｡
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３)組織運営

《納得性/フラット&スピード/衆議独裁》
・組織の垣根を低くして摩擦や葛藤を怖がらず､納得のいくまで議論し､一人ひとりが

自分の個性を生かし､自主性を持ちながら協調していくことで､強い信頼関係が
生まれ､組織は燃える集団として最大限に力を発揮する｡

・① 役職や部署にかかわらず関係者全員が結集し､
② タイムリーに情報を共有し､衆知を結集し､
③ 一人ひとりが意見をオープンに出し合い､侃々諤々の議論を重ね､
④ 決めるべき責任者が決断し､目標に向かって全員が一致団結して邁進する｡

《対話力》
・元気な組織を作る条件の一つは顔と顔のコミュニケーションを組織内に根付かせる

こと｡組織から言葉を奪うと､その組織は間違いなく衰退する｡

《組織は感情の体系》
・組織には指揮命令系統や役割分担があり､感情を持った個々人の人名が入って

初めて機能する｡いくら良い組織を作っても､感情を持つ人間がそこで働かなければ
目的は達成できない｡

・納得性を持った人たちのチームワークは何十倍､何百倍というとてつもなく大きな
成果をもたらす場合がある｡

《コアマンとサポーター》
・役職や年齢に関係なく､専門性や思いの強さからそのテーマの核となる人を「コア

マン」に定め､それ以外の関係者は「サポーター」に回る柔軟な組織運営｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《納得性/フラット&スピード/衆議独裁》
・組織の垣根を低くして摩擦や葛藤を怖がらず､納得のいくまで議論し､一人ひとりが

自分の個性を生かし､自主性を持ちながら協調していくことで､強い信頼関係が
生まれ､組織は燃える集団として最大限に力を発揮する｡

・① 役職や部署にかかわらず関係者全員が結集し､
② タイムリーに情報を共有し､衆知を結集し､
③ 一人ひとりが意見をオープンに出し合い､侃々諤々の議論を重ね､
④ 決めるべき責任者が決断し､目標に向かって全員が一致団結して邁進する｡

《対話力》
・元気な組織を作る条件の一つは顔と顔のコミュニケーションを組織内に根付かせる

こと｡組織から言葉を奪うと､その組織は間違いなく衰退する｡

《組織は感情の体系》
・組織には指揮命令系統や役割分担があり､感情を持った個々人の人名が入って

初めて機能する｡いくら良い組織を作っても､感情を持つ人間がそこで働かなければ
目的は達成できない｡

・納得性を持った人たちのチームワークは何十倍､何百倍というとてつもなく大きな
成果をもたらす場合がある｡

《コアマンとサポーター》
・役職や年齢に関係なく､専門性や思いの強さからそのテーマの核となる人を「コア

マン」に定め､それ以外の関係者は「サポーター」に回る柔軟な組織運営｡
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４)経営戦略論

《創造的破壊/挑戦なくしてリターンなし/半歩先を行く》
・今は過去の成功体験が通用しない時代｡従来の延長線上ではなく､今までの常識や

パラダイムを自ら破壊する“創造的破壊”でライバルの“半歩先を行く”新たな
発想が求められている｡

《トップが現場の第一線に入り込む/3現(現地･現実･現物)主義》
・戦略の実効性を高めるためには､トップ自らがリーダシップを発揮し現場に入り

込んでメンバーを動機付け､その能力を最大限に引き出す｡そこが勝負の分かれ目｡
・現場から遠く離れた本部で報告だけを受けていたら情報にフィルタがかかり､

“泥水が真水”になることもある｡そんな“真水”の情報で誤った判断をすると
足元を掬われる｡現場で起こっている“泥水の情報”が経営陣に届く仕組みが重要｡

《朝令朝改の勇気》
・もし戦略が間違っていたら､一刻も早く間違いを認め正しい方向へ修正する柔軟性

と勇気が必要｡新しい事業は始める時より撤退する方が苦しいし､難しい｡
しかし､余計なプライドなどは脇に置いて､瞬時に方向転換しなくては､状況は悪化し
取り返しがつかなくなる｡

《実行なき戦略は無に等しい/二流の戦略と一流の実行力》
・いくら素晴らしい戦略を描いても､日々の地道な改善と改革の積み重ねで足腰を

鍛えていなければ実行は伴わず､絵に描いた餅に終わる｡
・先行き不透明な時代には戦略が正しいかどうかは実行してみなければわからない｡

「一流の戦略と二流の実行力」より「二流の戦略と一流の実行力」を選ぶべき｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《創造的破壊/挑戦なくしてリターンなし/半歩先を行く》
・今は過去の成功体験が通用しない時代｡従来の延長線上ではなく､今までの常識や

パラダイムを自ら破壊する“創造的破壊”でライバルの“半歩先を行く”新たな
発想が求められている｡

《トップが現場の第一線に入り込む/3現(現地･現実･現物)主義》
・戦略の実効性を高めるためには､トップ自らがリーダシップを発揮し現場に入り

込んでメンバーを動機付け､その能力を最大限に引き出す｡そこが勝負の分かれ目｡
・現場から遠く離れた本部で報告だけを受けていたら情報にフィルタがかかり､

“泥水が真水”になることもある｡そんな“真水”の情報で誤った判断をすると
足元を掬われる｡現場で起こっている“泥水の情報”が経営陣に届く仕組みが重要｡

《朝令朝改の勇気》
・もし戦略が間違っていたら､一刻も早く間違いを認め正しい方向へ修正する柔軟性

と勇気が必要｡新しい事業は始める時より撤退する方が苦しいし､難しい｡
しかし､余計なプライドなどは脇に置いて､瞬時に方向転換しなくては､状況は悪化し
取り返しがつかなくなる｡

《実行なき戦略は無に等しい/二流の戦略と一流の実行力》
・いくら素晴らしい戦略を描いても､日々の地道な改善と改革の積み重ねで足腰を

鍛えていなければ実行は伴わず､絵に描いた餅に終わる｡
・先行き不透明な時代には戦略が正しいかどうかは実行してみなければわからない｡

「一流の戦略と二流の実行力」より「二流の戦略と一流の実行力」を選ぶべき｡
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４)経営戦略論

《ビジネスの鉄則は“一人でも仲間を多く作った者が勝つ”》
・技術に優位性があるだけで自社の事業に有利に働くとは限らない｡
・最近の日本メーカは高い技術力を宝の持ち腐れにしているケースが散見される｡
・いつの時代でも高い技術力が製造業の生命線であることに変わりはないが､ただ

高い技術力を保持しているだけでは､今のグローバルメガコンペティションには
勝ち残れない｡

・自社のコア技術が生き残る道を模索し､あらゆる選択肢を駆使しながら自社に
とって少しでも有利な事業環境を創造することが肝要である｡

・その一つが､「自社の技術を世界標準化して市場をリードする」ことである｡
コア技術を1社で囲い込んで利益を独占しようとしてもいずれは追い付かれる｡
それとは逆に､ある程度コア技術を開放して仲間を増やし市場を拡大しながら､その
過程で技術の優位性やコスト競争力を武器に大きなパイを奪えばよい｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《グローバルスタンダードを制する者がグローバルビジネスを制する》
・世界標準には､「デファクトスタンダード(市場競争による事実上の標準)」と

「デジュールスタンダード(公的機関などによって文書化された標準)」の2つが
あるが､日本企業は「デファクトスタンダード」の成功体験から脱却できていない｡

・欧米企業は「デジュールスタンダード」を得意としており､今の世界の潮流は如何に
早く誰が「デジュールスタンダード」の主導権を握るかにかかっている｡

・そのためにも､技術のオープン化戦略を駆使して一人でも多くの仲間を作ることが
肝要である｡

《ビジネスの鉄則は“一人でも仲間を多く作った者が勝つ”》
・技術に優位性があるだけで自社の事業に有利に働くとは限らない｡
・最近の日本メーカは高い技術力を宝の持ち腐れにしているケースが散見される｡
・いつの時代でも高い技術力が製造業の生命線であることに変わりはないが､ただ

高い技術力を保持しているだけでは､今のグローバルメガコンペティションには
勝ち残れない｡

・自社のコア技術が生き残る道を模索し､あらゆる選択肢を駆使しながら自社に
とって少しでも有利な事業環境を創造することが肝要である｡

・その一つが､「自社の技術を世界標準化して市場をリードする」ことである｡
コア技術を1社で囲い込んで利益を独占しようとしてもいずれは追い付かれる｡
それとは逆に､ある程度コア技術を開放して仲間を増やし市場を拡大しながら､その
過程で技術の優位性やコスト競争力を武器に大きなパイを奪えばよい｡

《グローバルスタンダードを制する者がグローバルビジネスを制する》
・世界標準には､「デファクトスタンダード(市場競争による事実上の標準)」と

「デジュールスタンダード(公的機関などによって文書化された標準)」の2つが
あるが､日本企業は「デファクトスタンダード」の成功体験から脱却できていない｡

・欧米企業は「デジュールスタンダード」を得意としており､今の世界の潮流は如何に
早く誰が「デジュールスタンダード」の主導権を握るかにかかっている｡

・そのためにも､技術のオープン化戦略を駆使して一人でも多くの仲間を作ることが
肝要である｡
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５)リーダーシップ論

《振り子を両極に振る/六分四分の理》
・リーダが決断する際､メンバーが右だと言っているときは左でモノを考えるのが

リーダの仕事である｡議論の渦の中にいるときは､声の大きさや常識からできるだけ
離れること｡№2以下が考えることと同じことを考えていてはトップは務まらない｡

・リスクや不透明感が多い現代は､100%の答えを求めていたらスピードもタイミン
グも失ってしまう｡“六分の理”が勝ると見たらタイミングを失わない決断が必要｡

《動物的な勘/非論理的》
・世の中の優れたリーダには“非論理的”な人が多いような気がする｡ロジカルな

思考は当然重要だが､最後の決断には“動物的な勘”のようなノンロジカルなものが
必要な気がする｡

《健全な危機意識》
・危機意識とは､現状とあるべき姿のギャップを直視することから生まれる｡
・組織が肥大化し成熟すると､メンバーは組織の存続を信じて疑わなくなり､組織内で

の自分の出世や部署の保全だけを考え､どこへも向かわず同じところをぐるぐる
回る“自転する組織”が生まれる｡危機意識が欠如した組織は組織存続のための
仕事を自ら生み出し､組織の存続が目的と化し衰退していく｡

《洞察力》
・リーダは現場感覚に裏打ちされた“洞察力”と直観力を持ち､もっともらしい理屈や

世間の常識､通説に振り回されてはならない｡新たな発想の障害になるのは常識の罠
であり､業界の常識や市場調査の結果､専門家の分析などはまず否定してかかること｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《振り子を両極に振る/六分四分の理》
・リーダが決断する際､メンバーが右だと言っているときは左でモノを考えるのが

リーダの仕事である｡議論の渦の中にいるときは､声の大きさや常識からできるだけ
離れること｡№2以下が考えることと同じことを考えていてはトップは務まらない｡

・リスクや不透明感が多い現代は､100%の答えを求めていたらスピードもタイミン
グも失ってしまう｡“六分の理”が勝ると見たらタイミングを失わない決断が必要｡

《健全な危機意識》
・危機意識とは､現状とあるべき姿のギャップを直視することから生まれる｡
・組織が肥大化し成熟すると､メンバーは組織の存続を信じて疑わなくなり､組織内で

の自分の出世や部署の保全だけを考え､どこへも向かわず同じところをぐるぐる
回る“自転する組織”が生まれる｡危機意識が欠如した組織は組織存続のための
仕事を自ら生み出し､組織の存続が目的と化し衰退していく｡

《洞察力》
・リーダは現場感覚に裏打ちされた“洞察力”と直観力を持ち､もっともらしい理屈や

世間の常識､通説に振り回されてはならない｡新たな発想の障害になるのは常識の罠
であり､業界の常識や市場調査の結果､専門家の分析などはまず否定してかかること｡
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６)人材論

《チャレンジャーこそ多くのチャンスをつかむ》
・協調性があるとか､無難に立ち回る人間の評価ばかり高くなる組織になっては

いけない｡当社は挑戦する人により多くのチャンスを与えることを約束している｡
・挑戦に失敗はつきもの｡当社では前向きな失敗は一切咎めない｡

《修羅場に放り込む》
・“ヒト”“モノ”“カネ”と言うが､モノやカネは化けない｡“ヒト”はとんでも

ない力を発揮して大化けする可能性がある｡乱世に強い人材は､上手に修羅場を経験
させると恐ろしいほどの力を発揮する｡過去の評価に関係なく､そういう人材を常に
チェックしておき､ここぞというときに“適材適所”の修羅場に放り込む｡

《π字型人材》
・私は最近､「π字型」の人材という言葉をよく使っている｡何かひとつの専門領域

を掘り下げるのが「Ｉ字型」で､幅広い知識とひとつの専門領域を持つのが
「Ｔ字型」｡そのＴ字型に､もうひとつ異なる専門分野を別に持っているのが
「π字型」の人材である｡複数の専門領域を通じた複眼的な思考ができると､技術
革新や商品開発に繋がりやすい｡

《優しさの勘違い》
・優しさの勘違いがある限り､女性の幹部や管理職は育たない｡育児が大変だからと

責任ある仕事を与えない上司や､そんな上司を「優しい」と思い込む女性社員が
いるとしたら､それは“優しさの勘違い”だ｡男女問わず厳しい仕事を与えていく
ことが必要だ｡

４.『人』に纏わる経営トップのメッセージ

《チャレンジャーこそ多くのチャンスをつかむ》
・協調性があるとか､無難に立ち回る人間の評価ばかり高くなる組織になっては

いけない｡当社は挑戦する人により多くのチャンスを与えることを約束している｡
・挑戦に失敗はつきもの｡当社では前向きな失敗は一切咎めない｡

《修羅場に放り込む》
・“ヒト”“モノ”“カネ”と言うが､モノやカネは化けない｡“ヒト”はとんでも

ない力を発揮して大化けする可能性がある｡乱世に強い人材は､上手に修羅場を経験
させると恐ろしいほどの力を発揮する｡過去の評価に関係なく､そういう人材を常に
チェックしておき､ここぞというときに“適材適所”の修羅場に放り込む｡

《優しさの勘違い》
・優しさの勘違いがある限り､女性の幹部や管理職は育たない｡育児が大変だからと

責任ある仕事を与えない上司や､そんな上司を「優しい」と思い込む女性社員が
いるとしたら､それは“優しさの勘違い”だ｡男女問わず厳しい仕事を与えていく
ことが必要だ｡
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１)4種類の人“ザイ”?

20

“ジンザイ”？ 人「材」 「用いて役に立つもの」

人「在」 「一定の場所にあること」

人「罪」 「罪､過ち､とが」

人「財」「価値のあるもの､富､宝」

社員一人ひとりが自己の能力を最大限に発揮し

“人材”から“人財”へ成長することで

技術でもビジネスでも勝てる組織を作り上げることができる

５.最後に



ご清聴ありがとうございました


